
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

曇り時々晴れで森は１０℃、春の陽気で二つ池の氷は消滅し、残念！！今回は六甲山の冬の自然に触れる
「スタンプラリー式の観察プログラム」を体験しました。クロモジやアセビの冬芽調べ、珍しいキノコな
どをルーペで観察。二つ池でかすかに残った氷を発見し、水生生物やウサギの糞との出会いなど、冬の自
然を楽しみました。花が咲く頃、モリアオガエルの頃にまた会いましょう！ １月１５日 六甲山を活用する会 

事務局 

2023 年冬の「六甲山子子子どどどもももパパパーーークククレレレンンンジジジャャャーーーををを目目目指指指そそそううう！！！」」」   
222000222333 年年年 111 月月月 111555 日日日   総総総参加者２５名 まままちちちっっっ子子子ののの森森森＆＆＆六六六甲甲甲山山山ビビビジジジタタターーーセセセンンンタタターーー   

六甲山を活用する会 

久門田講師のお話 

駐車場脇で樹木の観察 散歩道に下る まちっ子の森に向う 

臨時バスに乗車 ケーブル下を出発 霧のビジターセンター到着 

落ち葉の付いた氷を発見 透明な氷を発見 

タゴガエル 

上池で観察 

落葉の中の虫 

西口さんと牧野君のマイウッド 

観察ポイント７はクロモジ 観察ポイント９はキノコ 

ワゴンを押してセンターに戻る 

ビジターセンター出発前の２５名 
アセビの花芽が膨らむ まちっ子の森に到着 散歩道でコアジサイを観察 

センターに戻って 

Ｂグループの話し合い 久門田講師の解説 

A グループの発表 

A グループの話し合い 


